
-1- 

 

平成 22 年 11 月 2 日 

各  位 

会 社 名 北野建設株式会社 

代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 北野 貴裕 

（コード番号１８６６ 東証第一部） 

問 合 せ 先 取締役専務執行役員経理本部担当 
西田 眞介

（TEL 03-3562-2331） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年 5 月 14 日に公表した平成 23 年３月期（平成 22年 4 月 1日

～平成 23 年 3 月 31 日）第２四半期累計期間の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

記 

１． 平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ）
(平成 22 年 5 月 14 日発表) 

27,000 △100 △100 △50 △0円71 銭 

今回修正予想（Ｂ） 27,900 210 230 70 1 円 00 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 900 310 330 120  

増減率（％） 3.3％ ― ― ―  

（ご参考） 
前期第２四半期実績

27,172 471 805 455 6 円 49 銭 

 

２． 平成 23 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ）
(平成 22 年 5 月 14 日発表) 

26,000 △150 △150 △100 △1円42 銭 

今回修正予想（Ｂ） 27,000 230 180 70 1 円 00 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 380 330 170  

増減率（％） 3.8％ ― ― ―  

（ご参考） 
前期第２四半期実績

26,155 431 409 13 0 円 18 銭 
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３．修正の理由 

(1) 連結業績予想 

当第２四半期累計期間の連結業績の主な変動要因としましては、後述の個別業績予想の要因

によります。 

 

 (2) 個別業績予想 

当第２四半期累計期間の個別業績の主な変動要因としましては、下記にお示しした通り、個

別建設受注高が堅調に推移した結果、工事進行基準の対象工事が増加し、売上高及び各段階利

益は当初予想に比べ上方に改善される見通しであります。これに全社的な経費削減努力等も併

せ、営業利益は 3.8 億円の改善、経常利益においても急激な円高の進捗により為替評価損が発

生したものの、3.3 億円の改善が図られる見通しであります。当期純利益につきましては、株

式市場低迷の煽りを受け、当第２四半期会計期間において投資有価証券評価損が発生しました

が、最終的に 1.7 億円の改善となっております。 

 

 (3) 特別損益の計上 

（連結） 

後述の個別の要因によります。 

（個別） 

第１四半期会計期間において株式売却益 62 百万円を計上し、当第２四半期会計期間に

おいて投資有価証券評価損 77 百万円を計上しております。 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

 

≪ご参考≫ 平成 23 年３月期第２四半期累計期間 個別建設受注実績（速報値） 

（単位：百万円）  

 
当第２四半期 

累計期間 

前第２四半期 

累計期間 
増減額 増減率（％） 

建築工事 23,427 15,253 8,174 53.6 

土木工事 4,940 3,425 1,515 44.2 

計 28,367 18,678 9,689 51.9 

 

当第２四半期累計期間における建設受注高は、建築、土木工事いずれも前第２四半期累計期間と

の比較において増加に転じており、堅調に推移しております。 

 

以 上 

 


